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臨床研究に関するお知らせ 
 
琉球大学病院 整形外科では、寛骨臼形成不全症の治療のために下記の臨床研究 を実施しています。皆

様には、本研究の趣旨をご理解いただき、ご協力を承りますようにお願い申し上げます。 

 

研究課題名 
寛骨臼形成不全症における３次元画像を用いた骨性被覆の評価と寛骨臼回転骨切り術後の手術成績 

 

1．研究対象者 

2006年 1月〜2020年 12月の期間に琉球大学病院において寛骨臼形成不全症に対して寛骨臼回転骨切

り術を受けられた方、コントロール群として、同期間に琉球大学病院において大腿骨頭壊死症に対し

て手術が行われた方。 

 

2．研究期間 

2021年 10月 6日～ 2026年 3月 31日 

 

3．研究目的・方法 
寛骨臼回転骨切り術は、寛骨臼形成不全症に対して寛骨臼を回転させて、骨頭の被覆を改善する手術

です。これまでに単純レントゲン画像のみの評価で手術計画を行っていました。近年、コンピューター

技術を医療に応用することが容易になり、CT画像で三次元的に大腿骨頭に対する寛骨臼の被覆の評価が

可能となりました。本研究の目的は、当院で寛骨臼形成不全症に対して寛骨臼回転骨切り術を行った患

者の術前、治療の画像（単純レントゲン像、CT、MRI など）と臨床成績を検討し、寛骨臼回転骨切り術

における手術適応や危険因子を解析し、治療成績の向上を得ることです。また、それらに基づいて安定

した治療成績が得られるような３次元的術前計画システムを構築することです。 

 

4．研究に用いる資料・情報の種類 
年齢、性別、BMI、単純レントゲン画像、CTデータ、MRIデータ、可動域、日常生活動作、日本整形

外科学会股関節機能判定基準による評価、手術時間、出血量、合併症（感染、偽関節など）、人工関節

へ置換した日など（全て術後 4−5年程度の経過の情報） 

 

5．費用負担 
  この研究を行うにあたり、対象となる方が新たに費用を負担することは一切ありません。 

 

6．利益および不利益 
この研究にご参加いただいた場合の利益・不利益はありません。また、参加を拒否された場合におい

ても同様となります。 

 

７．個人情報の保護 
 研究にあたっては、対象となる方の個人を特定できないよう、情報は符号化し管理します。個人情報

は使用しません。また、研究結果を学会等において発表することがありますが、個人情報が特定できる

情報は一切使用いたしません。 

 

８．研究に関する情報公開 
 ご希望があれば、研究計画書及び研究方法についての資料を閲覧することができます。ご希望の方は、

下記の連絡先へ遠慮なく申し出てください。 

 

10. 参加拒否したい場合  
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この研究に自身のデータを使用してほしくない場合は、下記の連絡先へ遠慮なく申し出てください。 

 

11．データの二次利用 
 本研究で得られた情報を別の新たに利用する可能性があります。その場合は、改めて倫理審査委員会

で承認された後、研究機関の長の許可を得て実施します。 

 

12．お問い合わせ先  

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

琉球大学病院 整形外科 

沖縄県中頭郡西原町字上原 207 番地 

研究責任者：仲宗根哲 

研究分担者：伊藝尚弘 

Tel: 098-895-1174 

Fax: 098-895-1424 

 


